
1クールの日数 放射線治療

28日 ■なし、□あり

投与日

d1-28 ① カプレルサ錠 300mg/日　分1

バンデタニブ療法は癌の発症や進行に関与する特定のタンパク質に作用する薬剤を使用した治療法です。これまで治療
法が無かった手術不能な局所進行または転移性甲状腺髄様癌の患者さんを対象にした臨床試験で病気の進行を遅ら
せる効果があることが認められました。しかし、高血圧、心電図での異常（QT延長）、下痢、疲労、発疹などの副作用が見
られることもあり、状況に応じて休薬したり、薬を減量したりするなどの細かい調整が必要な治療法です。内服薬ですの
で、治療開始時は副作用管理のため入院を要しますが、落ち着いた時点で退院し、自宅で通院しながら治療を行ってい
くことが出来る治療法です。

プロトコール名

甲状腺髄様癌バンデタニブ療法
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